2014年度中映協セミナー報告
中映協　セミナー委員会　
㈱名古屋テレビ映像　伊藤貴宣
2014年度3回目の中映協セミナーは2015年1月21日（水）午後3時から名古屋テレビ放送7階大会議室で開かれました。参加者は82人でした。
講演は「映像制作を通じて地域と関わること」をテーマに、映画監督・堤 幸彦氏にお願いしました。まず、堤監督がこれまでに制作してきた映画、テレビドラマ、ＣＭなどを映像で振り返りながらそれぞれの作品で目指してきたものを語っていただきました。テレビ番組制作のＡＤだった若いころの厳しかった現場の臨場感あふれる紹介もあり、セミナー参加者も共感できる話だったのではないでしょうか。2015年に公開される予定の3本の劇場映画の制作現場の裏話なども語っていただきました。
さらに、名古屋市出身の堤監督がこの地方を映像の力で応援しようというプロジェクト「東海アクション」の説明がありました。事務局長の「カミングスーン」江口和久プロデューサーとの掛け合いで、自治体を巻き込んだ映画製作などが紹介されました。この地方でも映像をつかってできることはまだ多くあると実感させられる活動でした。
その後、名古屋テレビの新しいサブ・スタジオ、中継車を見学しました。
懇親会は名古屋テレビのカフェテリアで立食パーティー形式で開かれました。
当初の予定では、時間の都合で監督の懇親会出席は予定にありませんでしたが、急遽出席いただけることになり、限られた時間ではありましたが、参加者は次々と堤監督を囲んで会話を交わしていました。
映像制作、番組制作の現場は、社会からの要請につれて、守らなければならない規範が多くなってきています。そんななか、自由な発想で新たな映像表現の形式を次々と生み出している堤監督とじかに接して会話を交わした経験は、とくに若い映像制作者にとって励みになったのではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　
